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少子高齢化社会を

迎えこれからの公

園施設のあり方は

　

問　

公
園
は
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
よ

る
良
好
な
都
市
環
境
の
提
供
、
災

害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
市
民
を

守
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
幼
児

や
高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
公
園

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る

か
。ま
た
、綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

か
わ
せ
み　
　

比
留
川
政
彦

駐
車
場
は
、
平
日
利
用
で
き
る
駐

車
台
数
は
足
り
て
い
る
が
、
土
曜

日
や
日
曜
日
な
ど
は
、
公
園
内
の

通
路
や
周
辺
道
路
に
ま
で
駐
車
さ

れ
て
い
る
。
解
消
す
る
た
め
駐
車

場
を
拡
張
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

市
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
は
子

ど
も
の
利
用
が
少
な
い
時
間
に
制

限
し
、
休
日
な
ど
は
子
ど
も
優
先

と
す
る
な
ど
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
環
境
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
安
心
し
て
幼
児
を
遊
ば

せ
ら
れ
る
エ
リ
ア
の
確
保
や
幼
児

用
遊
具
、
高
齢
者
の
た
め
の
健
康

用
具
を
設
置
す
る
な
ど
施
設
の
整

備
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の

方
が
利
用
し
や
す
い
公
園
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
。ま
た
、現

在
、ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場
は
、臨

時
も
含
め
４
３
１
台
分
設
置
し
て

い
る
。利
用
状
況
の
確
認
を
行
い
、

状
況
に
よ
っ
て
は
周
囲
の
用
地
を

利
用
し
、
拡
張
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
国
民
健
康
保
険
財
政

の
健
全
な
運
営
に
向
け
て
医
療
費

削
減
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

森
藤　

紀
子

　

問　

平
成　

年
４
月
の
介
護
保

２７

険
制
度
改
正
を
受
け
、本
市
で
も
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
が
策
定
さ

れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
施
設
か
ら

在
宅
へ
移
行
さ
れ
る
こ
と
が
明
確

に
な
っ
た
。
要
支
援
１
と
２
の
方

が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
国
の
給

付
か
ら
市
の
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ
る
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
が
自
治
体
の
裁
量

に
よ
り
縮
小
や
削
減
も
可
能
に
な

る
。
要
支
援
１
と
２
の
方
が
利
用

す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
域
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
在
宅
生
活
を

支
え
る
重
要
な
も
の
だ
が
、
本
市

は
ど
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
利
用
料
は
全
国

一
律
で
１
割
負
担
と
定
め
ら
れ
て

い
た
が
、
ど
う
な
る
の
か
。

　

答　

従
来
の
ヘ
ル
パ
ー
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
地
域
支
援
事
業
へ
移

行
す
る
が
、
３
年
の
移
行
期
間
中

は
、
従
前
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
を
み
な
し
事
業
者
と
す
る
こ
と

で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能

と
な
る
。
今
後
は
、
新
た
な
担
い

手
を
育
成
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
り
効
果
的
か
つ

効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
切
り
替
え
て
い
く
。
制

度
改
正
に
よ
り
、
介
護
予
防
に
つ

な
が
る
サ
ー
ビ
ス
を
本
市
独
自
で

行
う
こ
と
も
可
能
に
な
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
検
討
協
議
会
を
新
た
に

設
置
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
調
査

し
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

利
用
料
の
負
担
は
、
国
が
基
準
単

価
を
示
し
て
く
る
た
め
、
そ
れ
を

参
考
に
決
定
し
て
い
く
。

　

問　

わ
が
国
は
、
世
界
で
も
例

を
見
な
い
ほ
ど
の
速
さ
で
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
年
々
伸
び

る
社
会
保
障
費
が
喫
緊
の
政
策
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
国
の
平
成　
２７

年
度
予
算
の
約
３
分
の
１
を
社
会

保
障
費
が
占
め
る
中
で
、今
回
、社

会
保
障
制
度
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
し

て
介
護
保
険
制
度
が
大
き
く
改
正

公
明
党　
　
　

出
口
け
い
子

さ
れ
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
回
の
制

度
改
正
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、
地
域

支
援
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、

認
知
症
施
策
の
推
進
が
新
た
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
認

知
症
訪
問
相
談
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の

改
正
は
、
重
度
の
要
介
護
状
態
で

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

介
護
保
険
制
度
改
正
を
受
け
認

知
症
施
策
に
ど
う
取
り
組
む
か

け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、

介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支

援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、

介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
を

確
保
す
る
た
め
、
効
率
化
を
図
る

も
の
と
考
え
る
。
新
た
な
認
知
症

施
策
は
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
に
よ
る
自
立
生
活
の
支
援

や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
現
場
体
験
を

考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
子
ど
も

向
け
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
な
ど
を
検
討
し
、
若
年
性
認
知

症
の
啓
発
に
も
取
り
組
み
た
い
。

（
ほ
か
に
「
未
婚
の
ひ
と
り
親
家

庭
に
寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
応

を
」
を
質
問
）

要支援を市の事業

に移行するがどう

提供していくのか

各委員会などの構成一覧 ��������� ◎委員長　○副委員長
氏　　　　　　名定数区　分

◎武藤　俊宏　○上田　博之　　内山　恵子
　橘川　佳彦　　笠間　　昇　　佐竹　百里
　安藤多惠子　　松澤　堅二

８議会運営委員会

◎増田淳一郎　○越川　好昭　　古市　　正
　笠間　　昇　　井上　賢二　　青�　　愼６総 務 教 育 

常 任 委 員 会
◎安藤多惠子　○松本　春男　　齊藤　慶吾
　三谷　小鶴　　畑井　陽子　　武藤　俊宏
　松澤　堅二

７市 民 福 祉 
常 任 委 員 会

◎比留川政彦　○内山　恵子　　金江　大志
　二見　　昇　　橘川　佳彦　　佐竹　百里
　上田　博之

７経 済 建 設 
常 任 委 員 会

◎松澤　堅二　○笠間　　昇　　橘川　佳彦
　古市　　正　　三谷　小鶴　　二見　　昇
　松本　春男　　安藤多惠子　　比留川政彦

９基 地 対 策 
特 別 委 員 会

◎松本　春男　○三谷　小鶴　　金江　大志
　畑井　陽子　　武藤　俊宏　　増田淳一郎
　安藤多惠子

７議 会 報 
編 集 委 員 会

　笠間　　昇　　増田淳一郎４人以内
（議員２）農業委員会委員

　内山　恵子　　笠間　　昇　　上田　博之
　安藤多惠子　　青�　　愼　

５
（４）

高 座 清 掃 施 設
組 合 議 会 議 員

　武藤　俊宏　　佐竹　百里　　青�　　愼３
（２）

広 域 大 和 斎 場
組 合 議 会 議 員

　青�　　愼１
（０）

県後期高齢者医療
広域連合議会議員

平成２７年５月１３日現在

各常任委員会の所管事項
　多岐にわたる行政の事務を能率的に調査・審議する
ため、委員会を所管ごとに設けています。

所　管　事　項区　分
秘書広報課、経営企画部、総務部、会計
課、議会、監査委員、選挙管理委員会、
固定資産評価審査委員会及び教育委員会
の所管する事項並びに他の委員会の所管
に属さない事項

総 務 教 育
常 任 委 員 会

福祉部、福祉事務所、市民こども部、消
防本部及び消防署の所管に属する事項

市 民 福 祉
常 任 委 員 会

環境経済部、都市建設部及び農業委員会
の所管に属する事項

経 済 建 設
常 任 委 員 会

6月定例会
あなたも傍聴してみませんか
審議日程（予定）

本会議（議案審議）２日（火）

市民福祉常任委員会４日（木）

経済建設常任委員会５日（金）

総務教育常任委員会８日（月）

基地対策特別委員会１０日（水）

本会議（一般質問）１５日（月）

本会議（一般質問）１６日（火）

本会議
（一般質問　予備日）１７日（水）

本会議
（委員長報告～採決）１９日（金）

議会事務局
1０４６７－７０－５６４４
� su３１１０＠city.ayase. 
kanagawa.jp

・傍聴の際、希望の方に
は議案資料を貸し出し
ます。資料は１０部限り
ですので、窓口での申
し込み順となります

・開会時間は午前９時、
１９日（金）は９時３０分
になります

・日程や時間は変更する
ことがありますので、
議会事務局に問い合わ
せてください

※手話通訳をご希望の方は、傍聴２週間前までに議会事
務局にご連絡ください。

▲

FAX　０４６７－７０－５７０６

今後の予定 ９月定例会 ９月１日～９月２５日
 １２月定例会 １１月２７日～１２月１６日
 平成２８年３月定例会 ２月２５日～３月２２日


